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五井地区町会長会報告他 
 

   平素は町会活動にご理解・ご協力いただき厚く御礼申し上げます。 

   さて、市原市町会長会の活動状況について以下の通り報告いたします。 

 

① 市長と町会長との未来創生ミーティング「今年度のテーマ」について 

今年度の未来創生ミーティングが開始されます。五井地区は 10月 27日（日）に予定 

されており、テーマは「高齢化に伴う移動困難者対策について」と昨年に続いての内容 

となっています。 

 一方、その他地区のテーマを見ますと「高齢化」「町会役員の担い手不足」「町会員 

の減少」といった共通の課題があるように思います。未来創生ミーティングの結果につ 

いては、別途報告するとともにその他地区については市原市のＨＰに掲載されますので 

注目してください。 

 

② 内水氾濫について 

五井西地区は、養老川沿いに位置している関係でこれまでは「河川の氾濫」という点

に注目していました。最近のゲリラ豪雨等の頻発化により、「内水氾濫」についても注目

しなければならない状況になってきました。 

内水氾濫とは、下水道や排水路などの排水施設の能力を超える雨が降った場合や、雨

水の排水先の河川水位が高くなった場合に雨水が排水できずに浸水する現象です。市原

市の下水道は、分流式と呼ばれる雨水と汚水が別々の管で排水される方式です。雨水は

回覧 



海や河川にそのまま放流され、汚水は処理施設で適正な水質に処理されたのちに海や河

川に放流されます。五井西地区の雨水は、雨水管により松ヶ島ポンプ場に大型管渠で排

水され貯留槽に貯められたのちポンプで東京湾に放流されます。貯留槽の水位により自

動的に排水ポンプが稼働し放流するシステム 

になっているとのことです。 

  そもそも、道路や側溝・下水道管等の雨水排水設備は時間 50mm の降雨量で計画され 

ているため 最近の豪雨時雨量（例えば 7月 21日の時間 69mmや 9月 3日の時間 89mm） 

では冠水してもやむを得ない状況と考えます。 

  排水設備の増強は簡単にはできませんが、例えば潮見通りの街渠排水についてはメン 

テナンスできる排水口を増設したり、ドンホーテ側から 6丁目 10番地に至る道路部に 

横断側溝を付ける等のできるところから実施してほしい旨要望しました。 

また、地道にできることとしては、側溝の土砂だまりを清掃することや道路街渠排水 

口の閉塞を解除して排水を円滑にすることぐらいかと思います。これについては、一斉 

清掃時に実施する等検討して皆さんの協力を得て進めていきたいと考えます。 

以上 

 

※広報いちはら 9 月号に下水道について記載されていますので、参考としてください。 

五井西町会 

会長 阿部 昌明 
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